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整理
番号市町村 名　　　　　　　　　　称 施　　　設　　　の　　　概　　　要

: ダム・ため池 : 頭首工･取水口 : 用水施設 : 排水施設: 分水工 : 発電所凡例
貯水 取水 用水 分水 排水 水力

発電

51

潟川 所在地 上越市
じょ うえつし

頸城
く び き

区
く

・大潟
おおがた

区
く

管理者

52

笹ヶ峰ダムほか 所在地 妙高市
みょ う こ う し

杉野沢
す ぎ の さ わ

・広島
ひろしま

、上越市
じょ うえつし

下新町
しもしんまち

管理者

53

中江幹線用水路　ほか 所在地 上越市
じょ うえつし

、妙高市
みょ う こ う し

管理者

54

炭屋用水路 所在地 上越市
じょ うえつし

柿崎
かきざき

区
く

平沢
ひらさわ

管理者

55

岩堰用水 所在地 上越市
じょ うえつし

吉川区
よ し か わ く

管理者

大瀁郷
お お ぶ け ご う

の農
の う

地
ち

や

 　　　集落
し ゅ う ら く

を守
ま も

る 潟川排水
かたがわはいすい

路
ろ

潟川排水路
かたがわはいすいろ

江戸
え ど

の昔
むかし

から流
な が

れる

 　　　　　 柿崎
か き ざ き

の 炭
すみ

屋
や

用水
よ う す い

路
ろ

上越市

妙高市

上越市

妙高市

岩堰
いわせき

用水
ようすい

炭屋用水路
すみやよ うすいろ

上越市

戦国
せ ん ご く

末期
ま っ き

の古地図
こ ち ず

に

 　　　　　　記
し る

される 岩堰
い わせ き

用水
よ う す い

上越市

上越市

新潟県、関川水系土地改良区

　上江用水は天正年間(1573-92)から造成がはじまり、約130年かけて農民によって掘り継がれてきた用水施設です。参
賀用水は江戸寛文12年(1672)から使われていたと伝えられています。中江用水は江戸延宝２年(1674)に建設が始まっ
た歴史のある用水施設です。それぞれ農民の血と汗で造られた歴史ある施設で今も頸城平野に豊かな恵みを与えてい
ます。

関川水系土地改良区

　炭屋用水路は上越市柿崎区の平沢集落の農地を灌漑する用水施設です。山間にある地域の用水として飲料水にも
利用されてきました。江戸の昔から300年にもわたり上下流で水争いがあったことから下流の人たちが長年水源を視察し
ていました。今も平沢集落の人々が大切に管理しています。

平沢町内会

　岩堰用水は上越市吉川区の農地140haを灌漑するための取水施設です。慶長２年(1597)の越後国頸城郡絵図にも記
されている由緒ある堰で今も水神様を祭り、地域で大切に管理されています。

吉川土地改良区

　潟川排水路はかつて大瀁郷と呼ばれた沼地を新田開発するため江戸初期に造られた排水施設です。大瀁郷は現在
の上越市頸城区、大潟区、吉川区にまたがる水田地帯ですが、この地域は湿地で排水路が崩れやすく絶えず護岸の
補修が必要で、現在も排水路の長寿命化を図るための改修が進められています。

頸城土地改良区、大潟町土地改良区

笹ヶ峰
ささがみね

ダム、関川
せきかわ

頭首工
とうしゅこう

、子安頭首工
こやすと うしゅこう

江戸
え ど

の昔
むかし

から守
ま も

り継
つ

がれる

 　　　　　頸
く び

城
き

平
へい

野
や

の用水
よ う す い

施
し

設
せつ

上
うわ

江
え

幹線用水路
かんせんようすいろ

 （三丈堀
さんじょうぼり

、 上
うわ

江
え

用水
ようすい

記
き

念公園
ねんこうえん

 ）、 参賀幹線用水路
さんがかんせんようすいろ

、

中江幹線用水路
なかえかんせんようすいろ

 （大熊川
おおくまがわ

サイフォン、 西条大江口
にしじょうおおえくち

 ）

妙高山
み ょ う こ う さ ん

に抱
い だ

かれる

 　　頸
く び

城
き

の里
さ と

の

　　　　　農業
のうぎょ う

を支
さ さ

える用水
よ う す い

施
し

設
せつ

　笹ヶ峰ダムは頸城平野の農地7,000haを灌漑するための貯水施設です。昭和58年国営関川農業水利事業で妙高高
原町（現妙高市）に造成された総貯水量1,060万㎥のダムです。農業用ダムでは全国一標高の高い1200ｍにあり東北電
力がその落差を利用し12か所で水力発電を行っています。ダム湖周辺は上信越高原国立公園で牧場やキャンプ場な
どのある自然豊かな憩いの場となっています。頸城平野の農業を支えるため、ダム下流の関川頭首工や子安頭首工か
ら取水した農業用水を上江幹線や中江幹線などの用水路を経て末端の農地まで届けています。

貯水 取水

取水

用水

用水

排水

取水



整理
番号市町村 名　　　　　　　　　　称 施　　　設　　　の　　　概　　　要

: ダム・ため池 : 頭首工･取水口 : 用水施設 : 排水施設: 分水工 : 発電所凡例
貯水 取水 用水 分水 排水 水力

発電

56

新堀頭首工　ほか 所在地 岩船郡
いわふねぐん

関川村
せきかわむら

小和田
こ わ だ

管理者

57

金俣小川用水 所在地 岩船郡
いわふねぐん

関川村
せきかわむら

金俣
かねまた

管理者

58

胎内川頭首工　ほか 所在地 胎内市
た い な い し

下館
しもたて

・夏井
な つ い

・野中
の な か

管理者 胎内川沿岸土地改良区

59

新伝田隧道 所在地 胎内市
た い な い し

坂井
さ か い

管理者

60

鹿ノ俣用水隧道 所在地 胎内市
た い な い し

宮久
みやひさ

管理者

鹿ノ俣用水隧道
かのまたようすいずいどう

　日本最小の櫛形(くしがた)山脈を横断して流れる清流胎内川から農業用水を取り入れ左右岸の農地2,888haを灌漑す
る用水施設です。胎内川下流域は扇状地で長く水争いが絶えない地域でしたが、昭和19年に和解が成り、昭和22年か
ら樽ヶ橋(たるがばし)頭首工と左右岸の用水路が整備されました。その後、昭和56年から平成2年にかけて老朽化した
樽ヶ橋頭首工に代わり現在の胎内川頭首工が造成されました。

　新伝田隧道は胎内市坂井地域の農地6haを灌漑する用水施設です。山腹水路の維持が大変だったため昭和10年頃
に小作人たちがお金を出し合い180mのトンネルを手掘りしました。この隧道は戦後の開田にも威力を発揮し地域のまと
まりを高めました。今も地域の誇りとして農家組合によって大切に維持管理されています。

坂井農家組合

　鹿ノ俣用水隧道は胎内市宮久地域などの農地160haを灌漑するための用水施設です。昭和41年・42年の羽越水害を
契機に砂防ダムから取水するために新設された水路トンネルで、安定した取水に感謝し毎年春に地域総出で保全活動
が行われています。

鹿ノ俣水系管理区

胎内市

大
たい

したもん蛇
じ ゃ

の里
さ と

　 開田
かい でん

の願
ねが

い叶
か な

えた用水
よ う す い

施
し

設
せつ

願人堀
がんにんぼり

頭首工
とうしゅこう

 ・ 願人堀隧道水路
がんにんぼりずいどうすいろ

、 新堀頭首工
しんぼりとうしゅこう

 ・ 新堀用水路
しんぼりようすいろ

農民
の う み ん

の労
ろ う

苦
く

を偲
し の

ぶ 金俣
か ね ま た

小
お

川
がわ

用水
よ う す い

金俣小川用水
かねまたおがわようすい

関川村

関川村

金俣小川用水組合

　関川村にある願人堀と新堀は大蛇伝説の舞台となった荒川支流の女川から水を引く用水施設です。願人（がんにん）と
は代官所に開田を願い出て、みごとに成し遂げた人達のことです。江戸安政年間(1854-59)や大正時代に水のない河
岸段丘に水田を拓くため、苦労して山をくり貫き、山肌を這うようにして作られた山腹水路は今も地域で大切に管理され
ています。

関川村土地改良区

　金俣小川用水は昭和19年から昭和22年の物資不足の時代、国や県の補助をほとんど受けずに集落の有志9名が自ら
開削した用水路です。多額の費用を私費で賄ったり、岩盤を掘るためのダイナマイトを毎日村上から列車で運ぶなど、
大変な苦労をして作られた水路は今も集落の人々によって大切に守られています。

胎内市

胎内市

羽
う

越水害
えつすいがい

から甦
よみがえ

った

　　　　　　　　 鹿
か

ノ
の

俣用水
ま た よ う す い

隧道
ず い ど う

胎内川頭首工
たいないがわとうしゅこう

、夏井頭首工
なついとうしゅこう

、本郷江用水路
ほんご うえよ うすいろ

地
ち

域
い き

の宝
たから

　　　 胎内
たい ない

坂
さ か

井
い

の 新伝
し ん で ん

田
だ

隧道
ず い ど う

新伝田隧道
しんでんだずいどう

アイヌ語
ご

で清
き よ

い川
かわ

　　　　　　 胎内川
たい ない がわ

の用水
よ う す い

施
し

設
せつ

取水

取水

用水

用水

用水

用水

用水

にいがた農業水利施設百選　12



にいがた農業水利施設百選　13

整理
番号市町村 名　　　　　　　　　　称 施　　　設　　　の　　　概　　　要

: ダム・ため池 : 頭首工･取水口 : 用水施設 : 排水施設: 分水工 : 発電所凡例
貯水 取水 用水 分水 排水 水力

発電

61

築地樋管（暗渠排水路） 所在地 胎内市
た い な い し

村松浜
むらまつはま

管理者

62

大谷内ダム　ほか 所在地 中魚沼郡津南町
なかうおぬまぐんつなんまち

管理者

63

西川揚水機場　ほか 所在地 燕市
つばめし

、新潟市
に い が た し

西蒲
にしかん

区
く

・西
にし

区
く

管理者

64

中ノ口川頭首工群
（六ヶ江頭首工　ほか）

所在地 燕市
つばめし

、新潟市
に い が た し

西蒲
にしかん

区
く

・西
にし

区
く

管理者

65

新樋曽山隧道　ほか 所在地 燕市
つばめし

、西蒲原郡弥彦村
にしかんばらぐんやひこむら

、　新潟市西蒲区
にいがたしにしかんく 管理者

築地土地改良区

　苗場山麓の開拓農地などに安定した用水を供給するために造成されたダムや貯水施設です。これらダムから適期に
農業用水が灌漑され、様々な高原野菜がすくすく育っています。

西川揚水機場
にしかわようすいきじょう

、 蒲原用水路
かんばらようすいろ

、 馬堀用水路
ま ぼ り よ う す い ろ

、 西川中間補給施設
にしかわちゅうかんほきゅうしせつ

  （大通川補給
おおどおりがわほきゅう

、 矢島補給
やじまほきゅう

、

内野
う ち の

第
だい

１補給
ほきゅう

、 笠木補給
かさぎほきゅう

、 内野第
うちのだい

2補給
ほきゅう

 ）、　西川水路橋
にしかわすいろきょう

　西蒲原の農業用水は西川と中ノ口川からの取水に大別され、地域を南北に縦断する西川沿いの取水施設群から農地
10,917haを灌漑しています。水路開削にあたって先人の悲話が伝わる馬堀用水路や川が川を渡る西川水路橋など長い
歴史の中で築かれてきた施設です。西川は集水域のほとんどない用水を流すための河川ですが、中・下流域では慢性
的に水量が不足し、途中５か所で排水河川から農業用水を補給する施設があることも特色の一つです。

新潟県、西蒲原土地改良区

　西蒲原の農業用水は西川と中ノ口川から取水するものに大別され、初夏に大凧の舞う中ノ口川からは六ヶ江、児ノ木、
針ヶ曽根、上流部の４つの頭首工のほか、多くの取水口や用水施設から西蒲原地域の東側の農地9,486haを灌漑して
います。昭和30年代に水溶性天然ガスの採取に伴う地盤沈下の影響で中ノ口川からの取水に支障が生じたため、地盤
沈下対策としてこれらの取水施設、用水施設の整備が行われ今も西蒲原の農業を支えています。

新潟県、西蒲原土地改良区

築地樋管
つい じひかん

（暗渠排水路
あんきょはいすいろ

）

大凧
おお だ こ

の舞
ま

う

 　　　　 中ノ口川
な か の く ち が わ

の用水
よ う す い

施
し

設
せつ

穀倉
こ く そ う

 西蒲原
に し か ん ば ら

の

　　　　 農業
のうぎょ う

を支
さ さ

える用水
よ う す い

施
し

設
せつ

燕市

新潟市
西蒲区

新潟市
西区

燕市

新潟市
西蒲区

弥彦村

中ノ口川頭首工群
なかのくちがわとうしゅこうぐん

 （六ヶ江
ろ っ か え

頭首工
とうしゅこう

、 児ノ木頭首工
ちごのき と う しゅ こ う

、 針ヶ曽根頭首工
は り が そね と う し ゅ こ う

、 上流部頭首工
じょうりゅうぶとうしゅこう

）、

黒鳥用水路
くろと りようすいろ

・樋管工
ひかんこう

、　八ヶ江用水路
は っか え よ う すい ろ

　西蒲原地域は信濃川が氾濫を繰り返し形成された低平地で幾度も甚大な洪水被害を受けてきました。この地域の排
水改良の歴史は江戸享保年間に大河津分水の請願から三百年にもわたります。地域内の排水改良とともに、洪水を一
刻も速く海へ流す取り組みも行われ昭和14年には樋曽山隧道、昭和40年には新樋曽山隧道、さらに平成3年には御新
田放水路と国上隧道、平成12年には大通川放水路と新々樋曽山隧道が造られ、これら隧道（水路トンネル）で洪水を日
本海に直接流すことによって西蒲原地域の農業が守られています。最も新しい新々樋曽山隧道は新幹線のトンネルより
も大きく最大毎秒106㎥を流すことができます。

新潟県、燕市、弥彦村、西蒲原土地改良区

胎内市

燕市

新潟市
西蒲区

新潟市
西区

津南町

弥
や

彦
ひ こ

の山脈
や ま なみ

を貫
つらぬ

く

　　　　　　　　洪水
こ う ず い

用
よ う

の放水
ほ う す い

路
ろ

御新田放水路
おしんでんほうすいろ

、国
く

上隧道
がみずいどう

、樋曽
ひ そ

山隧道
やまずいどう

、新
しん

樋曽
ひ そ

山隧道
やまずいどう

、新々
しんしん

樋曽
ひ そ

山隧道
やまずいどう

、大通川放水路
おおどおりがわほうすいろ

、

大通川制水門
おおどおりがわせいすいもん

、　 新旧荒井川制水門
しんきゅうあらいがわせいすいもん

村松浜
む ら ま つ は ま

の砂丘貫
さきゅ うつらぬ

く 築
つい

地樋
じ ひ

管
か ん

　築地樋管は昭和38年に始められた県営開拓パイロット事業で砂丘脇に溜まる地下水を海に流すために造られた排水
施設です。排水不良の解消で120㏊の畑が造成され、チューリップ、葉たばこ、大根などが栽培されています。

開拓
か い た く

の稔
みの

りを支
さ さ

える

　　　　　　　　津
つ

南
な ん

の貯水
ち ょ す い

施
し

設
せつ

城原
じょうはら

ダム、大
おお

谷内
や ち

ダム、大場頭首工
おおばとうしゅこう

、中
なか

子
こ

の池
いけ

農林水産省、津南郷土地改良区
貯水 取水

排水

排水

用水

取水 用水



整理
番号市町村 名　　　　　　　　　　称 施　　　設　　　の　　　概　　　要

: ダム・ため池 : 頭首工･取水口 : 用水施設 : 排水施設: 分水工 : 発電所凡例
貯水 取水 用水 分水 排水 水力

発電

66

川西ダム　ほか 所在地 十日町市
と お か ま ち し

新町新田
あらまちしんでん

ほか 管理者

67

留山ダム 所在地 十日町市
と お か ま ち し

松之山天水島
まつのやまあまみずしま

管理者

68

桔梗原頭首工　ほか 所在地 十日町市
と お か ま ち し

東田尻
ひがしたじり

ほか 管理者

69

神明洞門 所在地 十日町市
と お か ま ち し

下組
しもぐみ

管理者

70

芝倉沢水路 所在地 十日町市
と お か ま ち し

清田山
せいだやま

管理者

桔梗原頭首工
ききょうはらとうしゅこう

、桔梗原隧道
ききょうはらずいどう

、桔梗原用水
ききょうはらようすい

留山
とめやま

ダム

　神明洞門は十日町市下組地域の農地60haを灌漑するための用水施設です。今から300年以上前に新田開発のため
に掘られた用水トンネルで、落盤事故で多くの死傷者を出す難工事だったと伝えられています。現在も地域の貴重な用
水として、地元の人々が苦労しながらトンネル内の土砂の撤去などの維持管理を行っています。

川西土地改良区

中里土地改良区

先人
せ ん じ ん

の夢
ゆ め

を叶
か な

えた 留山
と め や ま

ダム

十日町市

十日町市

　信濃川左岸地域(旧川西町)の河岸段丘の農地の慢性的な水不足を補うために建設されたダムです。川西ダム、五升
苗ダムが灌漑専用、長福寺ダム、坪山ダム、松葉沢ダムは灌漑用と洪水調整を兼ねたダムで、ともに地域の農業を支え
ています。冬期間は、これらダムから流雪溝用水を流し豪雪地帯の暮らしにも役立てています。

　留山ダムは旧松之山町天水島周辺の農地333haを灌漑する総貯水量42万㎥の貯水施設で、昭和61年に完成しまし
た。天水島地域の天水田で用水を求め苦労した様子が宝用水物語という演劇で今も地元小学生に語り継がれていま
す。日照り続きでも安定して用水を送る「地域の誇り留山ダム」を大切にしようと毎年8月15日にはダム祭りが開かれ多く
の人々で賑わいます。

松里土地改良組合、十日町市

　桔梗原は信濃川河岸段丘上にあり古くから水不足の地域です。ここへ清津川から農業用水を送るため江戸天明５年
（1785）全長９kmの桔梗原用水が開削されました。トンネル工事では多くの犠牲者を出すなど先人の血と汗で建設され
た用水路です。その後、桔梗原頭首工が造られ安定的な取水が可能になり、農業用水のほか冬期に流雪溝用水も取
水しています。地元小学生も総合学習の対象として見学に訪れその歴史を学んでいます。
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ダム、五升苗
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十日町土地改良区、下組水利組合

　十日町市清田山、下山、重地(じゅうじ)集落の農地36haと生活を支える用水施設です。昭和31年に完成した全長7km
の山腹水路で、トンネル6か所のうち4か所は手掘りトンネルで地元では難工事に関わった先人の苦労を語り継ぎ大切に
管理しています。

芝倉沢水路利用組合

十日町市

貯水

貯水

取水

用水

用水

用水
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整理
番号市町村 名　　　　　　　　　　称 施　　　設　　　の　　　概　　　要

: ダム・ため池 : 頭首工･取水口 : 用水施設 : 排水施設: 分水工 : 発電所凡例
貯水 取水 用水 分水 排水 水力

発電

71

福島江用水路ほか 所在地 長岡市
な が お か し

妙見町
みょうけんまち

～池之島
い け の し ま

・麻生田町
あ そ う だ ま ち

ほか 管理者

72

月ノ木用水隧道 所在地 長岡市
な が お か し

小国町
お ぐ に ま ち

千谷沢
ち や ざ わ

管理者

73

大江用水路(鴉ヶ島隧道） 所在地 長岡市鴉ヶ島
ながおかしからすがしま

、見附市
み つ け し

管理者

74

大沼排水機場 所在地 長岡市
な が お か し

下沼新田
したぬましんでん

管理者

75

八丁潟排水機場 所在地 長岡市
な が お か し

新組町
しんぐみまち

管理者 長岡市

月ノ木用水組合

月ノ木用水隧道
つきのきようすいずいどう

福島江土地改良区

　大江用水路は江戸慶安２年(1649)から開削が始められた刈谷田川左岸の農地430haを灌漑する延長12.7㎞の用水施
設です。農業用水の不足や刈谷田川が氾濫するたびに取入口を改修し上流に水源を求めてきました。中でも延長
330mの鴉ヶ島隧道は明治38年(1905)に開通したトンネルで、現在も地域の人々が中に入って江ざらいや点検を行って
大切に管理しています。

　大沼排水機場は長岡市中之島地域1,479haの排水施設です。かつて中之島地域には赤沼潟という潟が広がり洪水の
常襲地域でした。江戸延宝5年(1677)には潟の排水の出口を信濃川から刈谷田川へ切り替え、その後明治32年(1899)、
明治42年(1909)、明治43年(1910)と次々に排水機を設置しました。昭和3年(1928)初代大沼排水機場の設置でようやく
潟を水田とすることができ、４代目の現排水機場は平成11年に完成し地域の農地を守っています。

中之島土地改良区

　八丁潟は長岡市新組町、大黒町、福島町にまたがる湿地帯ですが、戊辰の役で河井継之助が一旦奪われた長岡城
を、官軍の虚をついて八丁潟を渡って奪還したことから名前が知られるようになりました。この地域では昭和27年から排
水改良が進められ、猿橋川へ排水する施設が多く造成されました。八丁潟排水機場は昭和55年に改築され、1,533haの
農地や集落を水害から守っています。

福島江刈谷田川大堰土地改良区連合ほか

　月ノ木用水隧道は長岡市小国町千谷沢の棚田20haを灌漑する用水施設です。山裾を流れる水路の維持に苦労して
いた地域の農民自らが昭和13年から4年をかけて300mのトンネルを掘ったエピソードが語り継がれています。地域では
今もこの用水を愛着をもって保全し、子どもたちの学習や地域コミュニティ活動の場として活用しています。
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　福島江は信濃川の妙見（みょうけん）堰から農業用水を取り入れ信濃川右岸の長岡市から三条市に至る農地7,160haを
灌漑する用水路です。江戸慶安4年（1651）に福島村(長岡市福島町)の庄屋桑原久右衛門が長岡藩の許しを得て３年
の歳月と莫大な労力や資材を投じ20kmの水路を完成させたことから、久右衛門の出身地の名を取り福島江と名付けら
れました。その後、現在に至るまで用水路の延伸や改良が重ねられ、長岡の市街地では両岸に桜が植えられ市民に親
しまれています。長岡市下々条町には桑原久右衛門の業績を讃える記念碑が建立されています。
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長岡市
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